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江府町の人口

（11月30日現在）

世帯数1223世帯
人　口　4744人

前月比＋2
（男〉　22引
（女）　糾63

出　生　　2

（男）　　2
（女）　　0

転　入　11
（男）　　3
（女）　　8

転　出　　9
（男）　　3

（女）　　6
死　亡　　2

（男）　1

ミのんびりと高速道路の散歩を満喫ミ
米子自動車道開通記念ハイウェイメモリアルウオーキングー

1
1
月
2
6
日
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
メ
モ
リ

ア
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
行
な
わ
れ

家
族
連
れ
な
ど
約
三
千
名
が
「
高

速
道
の
散
歩
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

県
内
最
初
の
高
速
道
路
と
し
て

12
月
1
4
日
供
用
開
始
と
な
る
米
子

自
動
車
道
の
江
府
I
C
～
米
子
I

C
間
1
7
・
6
㌔
の
開
通
を
記
念
し
、

全
線
を
開
放
し
て
行
な
わ
れ
た
も

の
で
す
。
「
開
通
後
は
車
で
し
か
通

行
で
き
な
い
自
動
車
道
を
徒
歩
で

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
」

と
日
本
道
路
公
団
米
子
工
事
事
務

所
が
中
心
と
な
り
西
部
1
4
市
町
村

の
共
催
で
行
な
わ
れ
た
こ
の
「
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
に
は
町
内
か
ら
も

多
数
が
参
加
。
江
府
町
の
玄
関
口

と
な
る
佐
川
の
江
府
I
C
で
は
、

89
チ
ロ
ル
の
里
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
も
行
な
わ
れ
、
千
人
近
く
が

晴
れ
わ
た
っ
た
晩
秋
の
奥
大
山
チ

ロ
ル
の
里
を
高
速
道
か
ら
満
喫
し

一
ま
し
た
。

▲
白
水
川
橋
（
高
さ
70
メ
ー
ト
ル
）
を
メ
モ
リ
ア
ル

ウ
ォ
ー
ク
（
後
は
、
根
雨
原
ト
ン
ネ
ル
）
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蓼
∴
業
報
告
　
晃
～
％

い
ま
す
。
1
2
月
に
は
最
終
答
申
が

ま
と
ま
る
子
竜
で
す
。
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行
政
座
談
会
を
開
催

1
0
日
9
日
下
蚊
屋
部
落

1
1
月
6
日
助
沢
部
落

1
1
月
7
日
洲
河
崎
部
落

各
部
落
か
ら
行
政
に
対
す
る
要

望
、
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
交
流

の
場
と
し
ま
し
た
。

役
場
宿
直
業
務
を
、
1
1
月
1
日

よ
り
職
員
の
宿
直
を
廃
止
し
、
警

備
員
2
名
委
託
方
式
に
よ
り
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

1
0
月
1
9
日
、
運
動
公
園
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
第
2
回
江
府

町
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
健

康
増
進
と
体
力
の
維
持
向
上
を
図

り
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
高
揚
し
、

あ
わ
せ
て
交
通
安
全
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
各
地
区
か
ら
u
チ
ー
ム
7

2
人

が
参
加
し
て
親
睦
を
ふ
か
め
ま
し

た
。

1
0
月
7
日
か
ら
3
日
間
、
福
岡

市
国
際
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と
し

て
部
落
解
放
研
究
第
2
3
回
全
国
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
国
民
運
動
に
よ

り
部
落
解
放
基
本
法
制
定
と
完
全

解
決
へ
の
確
か
な
未
来
の
展
望
を

ひ
ら
く
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
本
町
か
ら
7
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

○
建
　
　
設

○
企
画
開
発

路
線
バ
ス
対
策
と
し
て
か
ね
て

か
ら
要
望
の
あ
っ
た
、
下
蚊
屋
線

土
曜
日
量
行
伸
が
1
0
月
21
日
よ
り

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業
の

実
施
に
む
け
て
、
検
討
委
員
会
を

委
員
二
十
一
名
で
発
足
し
、
1
0
月

9
日
に
第
一
回
の
検
討
会
を
行
い

「
自
ら
考
え
、
自
ら
行
う
地
域
づ

く
り
事
業
」
と
し
て
広
く
ア
イ
デ

ア
を
募
集
す
る
こ
と
に
在
り
ま
し

た
。
1
1
月
1
0
日
に
は
、
第
2
回
の

検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
寄
せ
ら

れ
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
具
体
的

な
事
業
案
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

1
0
日
3
1
日
、
道
路
改
良
等
の
入

札
を
執
行
、
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

①
町
道
江
尾
貝
田
三
の
沢
線
道
路

改
良
工
事

請
負
業
者
　
㈲
沢
玉
組

請
負
金
額
一
、
〇
五
〇
万
円

②
池
の
内
湖
岸
線
修
善
工
事

請
負
業
者
　
㈲
川
端
組

請
負
金
額
　
三
二
万
円

③
町
道
西
門
坂
線
道
路
幅
善
工
事

請
負
業
者
　
㈲
江
川
組

請
負
金
額
　
四
〇
万
円

④
下
蚊
屋
明
神
道
舗
装
工
事

請
負
業
者
　
㈲
住
田
組

請
負
金
額
一
四
〇
万
円

⑤
久
連
部
落
集
会
所
増
築
工
事

請
負
業
老
　
木
山
建
築
工
務
店

請
負
金
額
　
二
九
五
万
円

さ
れ
優
秀
を
成
績
を
修
め
ま
し
た
。

優
等
賞

第
三
区
1
1
席
第
6
1
気
高
号

生
産
者
森
田
良
一
氏
（
貝
田
）

第
四
区
5
席
寿
裕
号

生
産
者
新
見
昌
男
氏
（
袋
原
）

一
等
賞

第
四
区
3
席
気
高
富
士
号

生
産
者
妹
尾
章
氏
（
西
成
）

1
0
月
2
8
日
か
ら
2
日
間
、
東
京

の
代
々
木
公
園
に
お
い
て
全
国
か

ら
㈹
市
町
村
が
参
加
し
て
、
第
6

回
ま
ち
と
む
ら
の
交
流
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
鳥
取
県
代
表
と
し
て
参

加
、
農
山
村
の
良
さ
を
多
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
交
流
を
深
め
た
。
ま
た
、

本
町
出
身
在
住
者
5
8
名
の
来
場
も

あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
、
盛
会
で
し
た
。

お
い
て
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
、
鳥
取
県
政
策
構

想
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
の
宇
井
美
加
日

子
氏
を
む
か
え
「
と
き
め
い
て
生
き

る
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
一
〇
〇

余
名
の
参
加
が
在
り
ま
し
た
。

1
1
円
3
日
か
ら
3
日
間
、
土
井

之
内
会
館
を
主
会
場
と
し
て
町
文

化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
2
5
団
体

か
ら
約
一
、
〇
〇
〇
点
の
作
品
が

展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
期
間
中
約

六
五
〇
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

1
1
月
7
日
、
町
運
動
公
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
江
府
町
親

善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
、

1
1
チ
ー
ム
8
0
名
が
参
加
し
て
日
頃

の
練
習
成
果
を
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

○
教
　
　
育

○
農
　
　
林

1
0
月
7
日
か
ら
2
日
間
、
倉
吉

市
中
部
家
畜
市
場
に
お
い
て
行
わ

れ
た
平
成
元
年
度
鳥
取
県
畜
産
共

進
会
に
本
町
か
ら
も
3
頭
が
出
品

1
0
月
2
2
日
、
町
総
合
体
育
館
に

お
い
て
第
1
0
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
、
各
地
区
か
ら
三

十
四
チ
ー
ム
、
五
百
名
の
参
加
が

あ
り
相
互
親
睦
の
図
れ
た
一
日
と

在
り
ま
し
た
。

1
1
月
1
日
、
土
井
之
内
会
館
に

自
任
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園

整
備
工
事
に
着
手

こ
れ
は
、
白
住
に
あ
る
町
総
．

合
運
動
公
園
の
よ
り
一
層
の
利

用
を
推
進
す
る
た
め
に
「
平
成

元
年
度
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
」

の
適
用
を
受
け
町
が
実
施
す
る

も
の
で
、
工
事
は
来
年
一
日
中

に
完
了
し
、
来
春
よ
り
使
用
出

来
る
予
定
で
す
。
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
豊
か
な
村
づ
く
り
」
　
　
御
机
地
区

農
林
水
産
大
臣
表
彰
受
賞

↓
表
彰
状
を
手
に
す
る

加
藤
御
机
区
長

平
成
元
年
度
全
国
農
林
水
産

祭
の
「
豊
か
在
村
づ
く
り
」
部
門

で
本
県
代
表
の
本
町
御
机
地
区

（
加
藤
嵩
区
長
）
が
栄
え
あ
る
農

林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
、
1
1
月
9

日
、
岡
山
市
で
行
な
わ
れ
た
表
彰

式
に
お
い
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
御
机
地
区
が
古
く

か
ら
水
稲
と
畜
産
の
農
業
経
営

に
加
え
て
、
四
十
二
年
か
ら
高
冷

地
の
夏
大
根
栽
培
で
生
産
団
地
を

造
成
し
、
最
近
で
は
水
田
転
作
の

団
地
化
、
さ
ら
に
は
奥
大
山
直
下

の
観
光
資
源
の
利
活
用
と
清
掃
奉

仕
等
地
区
一
丸
と
な
っ
て
部
落
ぐ

る
み
で
山
村
地
域
の
活
性
化
に
成

果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

平
成
元
年
第
七
回
町
議
会
臨
時

会
は
十
一
H
十
∵
一
日
に
開
か
れ
、

町
長
提
出
の
一
議
案
「
江
府
町
防

災
行
政
無
線
施
設
設
置
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
審
議
が

行
を
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

秋
の
叙
勲

勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

助
沢
　
井
上
一
氏

（
七
十
八
歳
）

井
上
氏
は
、
昭
和
2
7
年
旧
米
沢

村
議
会
議
員
に
初
当
選
、
以
来
合

併
後
も
通
算
四
期
1
6
年
に
百
．
り
町

議
会
議
員
の
公
職
に
あ
り
、
常
に

健
全
を
る
議
会
運
営
に
努
め
、
地

域
振
興
の
発
展
に
指
導
的
役
割
を

果
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
江
府
町
消
防
団
長
を
は

じ
め
江
府
町
米
沢
財
産
区
管
理
会
、

江
府
町
遺
族
会
な
ど
の
役
員
と
し

て
各
分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
功
績
は
多
大
で
あ
り

ま
す
。

鳥
取
県
農
林
水
産
祭
で

県
知
事
表
彰
受
賞

去
る
1
1
H
l
l
U
、
鳥
取
市
で
開

催
さ
れ
た
第
2
8
回
鳥
取
県
農
林
水

産
祭
に
お
い
て
本
町
か
ら
2
名
の

方
が
優
秀
農
林
水
産
業
者
と
し
て

県
知
事
表
彰
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

優
良
農
林
水
産
業
者

畜
産
の
部
　
川
上
正
昭
氏
（
小
原
）

優
秀
生
産
農
林
水
産
業
者

畜
庵
の
部
　
佐
藤
秋
寛
氏
（
‖
ハ
田
）

国
民
年
金
表
彰
受
賞

去
る
1
1
月
2
2
日
、
鳥
取
市
で
開

催
さ
れ
た
国
民
年
金
法
施
行
三
十

周
年
記
念
大
会
に
お
い
て
次
の
団

体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

☆
厚
生
大
臣
表
彰
（
国
民
年
金
事

業
実
績
優
良
市
町
村
）

江
　
府
　
町

☆
鳥
取
県
国
民
年
金
協
議
会
会
長

表
彰
（
優
良
民
間
地
区
組
織
）

下
蚊
屋
部
落

契
約
の
目
的

江
府
町
防
災
行
政
無
線
施
設
設

置
工
事

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

一
億
参
百
万
円

契
約
の
相
手
方

広
島
市
中
区
国
泰
寺
町
二
丁
目

三
番
二
十
三
号

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

シ
ス
テ
ム
営
業
本
部
中
国
支
店

支
店
長
　
　
花
　
崎
　
良
　
政

（
防
災
行
政
無
線
と
は
）

役
場
に
設
置
す
る
親
局
設
備
か

ら
各
地
区
に
設
置
す
る
子
局
設
備

（
屋
外
拡
声
装
置
、
戸
別
受
信
機
）

を
通
じ
、
地
域
住
民
に
直
接
通
報

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

日
常
の
広
報
活
動
や
災
害
時
の

緊
急
連
絡
が
　
『
広
く
／
早
く
／
適

確
に
／
』
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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県
内
初
の
高
速
道
路
開
通

江　　府　　町　　報－平成元年12月5日発行

町
に
も
ハ
イ
ウ
ェ
イ
時
代
到
来
－
●

第229号

中国横断自動車道岡山米子線

米子自動車道12月14日開通
（江府LC～米子LC間）

ト
江
府
町
の
玄
関
口
と
な
る

江
府
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
料
金
所

1
2
日
1
4
日
午
後
3
時
よ
り
米
「

自
動
車
道
江
府
Ⅰ
・
C
（
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
）
～
米
√
Ⅰ
・
C
問
の
1
7

・
6
㌔
が
供
用
開
始
と
在
り
、
鳥

取
県
も
い
よ
い
よ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
時

代
に
突
入
、
本
町
に
も
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
、
ノ
ジ
が
取
り
付
け
ら
れ
、
ハ

イ
ウ
ェ
ー
が
私
た
ち
の
生
活
に
与

え
る
影
響
に
は
量
り
知
れ
を
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

米
子
自
動
車
道
は
、
中
国
横
断

日
動
車
道
岡
山
米
子
線
　
（
延
長
一

二
三
㌔
）
　
の
う
ち
、
建
設
中
の
中

国
自
動
車
道
落
合
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
か
ら
米
子
市
ま
で
の
延
長
6
6
・

6
㌔
の
暫
定
2
車
線
区
間
で
す
。

今
回
は
こ
の
う
ち
の
江
府
～
米

子
間
の
部
分
開
通
で
す
が
、
鳥
取

県
初
の
高
速
道
路
と
し
て
将
来
的

に
も
大
き
な
期
待
が
も
て
ま
す
。

（
江
府
－
落
合
へ
四
九
㌔
）
　
は
平

成
四
年
度
開
通
予
定
で
す
。
）

≪米子自動車道江府～米子間　全線紹介≫

米
予
日
動
車
道
は
米

十
I
C
か
ら
江
府
I
C

ま
で
、
標
高
差
約
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を

米
十
平
野
か
ら
人
山
の

裾
野
を
通
過
し
ま
す
が
、

特
に
満
目
I
C
か
ら
江

府
1
C
は
地
形
が
急
峻

と
怠
り
、
ト
ン
ネ
ル
や

高
橋
脚
の
橋
が
連
続
し
・

ま
す
。
ト
ン
、
不
ル
は
6

本
あ
り
、
そ
の
人
日
に

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
を

和
ま
せ
快
適
な
ド
ラ
イ

ブ
の
た
め
に
壁
画
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
米
十

万
向
に
向
っ
て
は
、
海

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
ニ
、

飛
魚
、
イ
ル
カ
、
灯
台
、

‖
ハ
、
ヨ
ッ
ト
が
、
江
府

方
向
に
は
山
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
人
山
、
ス
キ
ー
、

牛
、
羊
、
蝶
、
う
さ
ぎ
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
山
P
A
か
ら
満
目

I
C
に
か
け
て
は
人
山

ロ
ー
ム
と
い
う
高
合
水

比
で
細
粒
分
が
多
い
脆

弱
を
大
山
火
山
灰
層
と

大
山
火
山
砕
層
岩
頬
が

広
く
分
布
し
て
お
り
設

計
や
施
工
に
工
夫
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

至
大
山

㊧

白水川をまたぐ延長317mのP．C5径間連

続ラーメン箱桁橋です。この橋は延長が長い

うえに高さが70mもあり、デイビダーク工法

（橋脚からやじろべえ方式で橋桁を順次伸ば

していく工法）により架設されました。

この橋の長さは363．5mで、江府Ⅰ．C～米

十Ⅰ．C問で巌も長い橋梁です。

橋梁のタイプは鋼3径間連続誠十行と鋼3

径間連続トラスからなるもので、トラス橋

の中間支店では道路面が地上から約70mの

高橋脚と在るものです。

倉県
書道
江
府
溝
口

線

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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火災に注意′
最新鋭の小型ポンプ配備で

消防力を強化
～御机部落～

▲神事を行ない安全を祈願

英
霊
よ

や
す
ら
か
に

厳
粛
に
町
慰
霊
祭

恒
例
の
江
府
町
戦
没
者
並
び
に

殉
職
者
慰
霊
祭
が
今
年
も
十
一
月

十
五
日
、
土
井
之
内
会
館
で
仏
式

に
よ
り
行
を
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
遺
族
、
来
賓
ら
二

〇
〇
余
名
が
参
列
、
尊
い
犠
牲
者

三
〇
三
柱
の
め
い
福
を
祈
り
ま
し

た
。式

終
了
後
は
、
町
内
有
志
に
よ

る
歌
や
踊
り
の
演
芸
を
楽
し
み
、

遺
族
の
慰
安
を
行
い
ま
し
た
。

1
1
月
1
4
日
、
御
机
部
落
に
小
型

消
防
ポ
ン
プ
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
従
来
の
小
型
ポ
ン
プ

（
昭
和
4
6
年
購
入
）
　
の
老
朽
化
に

よ
り
新
た
に
配
備
さ
れ
た
も
の
で

す
。御

机
公
民
館
前
で
行
な
わ
れ
た

配
備
式
で
は
、
町
お
よ
び
地
元
部

落
関
係
者
の
出
席
の
も
と
、
神
事

（
人
魂
式
）
を
行
な
い
小
型
消
防

ポ
ン
プ
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
の
小
型
消
防
ポ
ン
プ
は
平
成

元
年
度
鳥
取
県
消
防
施
設
整
備
車

業
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
事
業
内
容
は
次
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

②①
名　税

プ称格

B
2
級

シ
バ
ウ
ラ
消
防
ボ
ン

T
F
4
0
型

③
性
　
能
　
最
高
出
力
　
4
3
馬
力

放
水
墨
　
毎
分
1
・
1
ノ

④
納
入
老
　
米
子
消
防
川
南
几
ハ
商
会

⑤
事
業
費
　
　
二
二
万
七
千
円

⑥
財
源
内
訳

県
費
補
肋
金
－
二
万
四
千
円

町
　
　
　
費
　
八
二
万
．
二
千
円

▲参列者により焼香

⑳
軽自動車等（円）

普通車（円）

米子自動車道通行料金表

中型車（円）

大型車（円）

画大山P．A

国大山P．A（パーキングエリア）

こ こ か ら の 大 山 の 眺 望 は す ぼ ら し く 、 上

り線 側 の パ ー キ ン グ エ リ ア 内 に は 築 山 を 設

け 、 大 山 を ゆ っ く　り 眺 め ら れ る よ う東 屋 も

用 意 し て あ る 。

ト イ レ は 大 山 の ペ ン シ ョ ン 村 の イ メ ー ジ

で つ く　ら れ て い ま す 。

特大車（円）

距離（km）

回佐陀川橋

□

□　本線バリア

米刊・C［劃佐陀川橋

場 長 108 ．5 m の 佐 陀 川 橋 は 、

ニ ー ル セ ン ロ ー ゼ 橋 と い う 高

速 道 路 で は じ め て 計 画 し た 形

式 の 橋 で す 。 変 形 や 振 動 に 強

く 、 走 行 性 に も 優 れ た も の で

す 。

呼
米
子
道
路

呼
至
松
江

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
帥

便
益
施
設
の
整
備

報町江　　府

駐
車
場
、
展
望
台
、
公
衆
電
話
、

公
衆
ト
イ
レ
、
バ
ス
待
合
所
、
道

し
る
べ
を
ど
快
適
を
公
共
空
間
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
観
光
都
市
に

お
い
て
は
な
く
て
ほ
な
ら
を
い
も

の
で
す
。
又
、
整
備
さ
れ
た
施
設

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
　
（
維
持
管
理
）

も
大
切
な
要
素
で
す
。

町
で
は
、
県
の
協
力
を
ど
あ
お

ぎ
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
整

え
て
い
く
計
画
で
す
。

▲鬼女台展望休憩所

年　金　　三三三全

Q
 
l
・
∴
　
∴
・
．

ん
で
い
て
も
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
た
の
で

す
が
。

A
昭
和
6
1
年
4
H
か
ら
、
日

本
国
民
で
あ
れ
ば
、
た
と

え
外
国
に
居
住
し
て
い
て
も
2
0
歳

か
ら
貼
歳
ま
で
は
本
人
の
希
望
で

加
入
　
（
任
意
加
入
）
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
本
人
が
加
入
手
続
き
を
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、
加
入

希
望
者
本
人
の
最
終
住
所
地
と
同

じ
市
区
町
村
に
親
族
（
協
力
者
と

も
い
い
ま
す
‥
‥
‥
・
‥
お
お
む
ね
父

母
、
配
偶
者
、
子
、
兄
弟
等
）
が

住
ん
で
い
る
場
合
、
そ
の
親
族
の

方
に
最
終
住
所
地
の
市
区
町
村
の

国
民
年
金
の
窓
口
で
、
ま
た
本
人

の
最
終
住
所
地
と
協
力
者
の
住
所

が
異
な
る
場
合
は
社
団
法
人
日
本

国
民
年
金
協
会
（
千
代
田
区
平
河

町
2
－
5
－
5
）
　
で
手
続
き
を
行

い
ま
す
。
（
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し

や
戸
籍
抄
本
が
必
要
で
す
。
）

遺
筆
■
ロ
メ
モ
マ
ン
ガ
編
④

7止ニト131LlL虐伝．′
占噂佃島

∂ 帥 ＝之　 H ′※

津 を

！？」一声

l事　 杉

、′ ， 陽 ′冥
′肇 ノ′毎 拶 ′瑞

l ■‡′′

1 8

♪ 1

°」

′亀

ヽ
鮎 買 戻≠讃 ．字

　′′′

l
〆．ノ　孝．／′′

一㊧

ご
協
力
あ
り
が
ど
う
ご
ざ
い
ま
し
た

五
十
二
名
が
「
愛
の
献
血
」

1
1
月
1
4
日
、
町
内
5
か
所
で
行
な
わ
れ
た
献
血
事
業
に

五
十
二
名
の
方
の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

－
敬
称
略
－

〔
江
尾
郵
便
局
前
〕

建
井
　
愛
子
、
砂
口
　
正
文

新
見
一
郎
、
建
井
　
昭
夫

〔
江
府
町
農
協
前
〕

筒
井
　
　
肇
、
遠
藤
　
敏
彦

大
岩
　
　
徹
、
梅
田
　
和
英

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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▽
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
…
食
べ
物
で
か
ぜ
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
▽

か
ぜ
に
か
か
り
や
す
い
季
節
で
す
。
食
べ
物
か
ら
ビ
タ

ミ
ン
A
や
C
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
、
か
ぜ
に
負
け
な
い
か

ら
だ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
か
ぜ
の
ウ
ィ
ル
ス
に
対
抗
す
る

に
は
、
ま
ず
皮
膚
や
粘
膜
を
健
全
に
保
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
働
き
を
す
る
の
が
ビ
タ
ミ
ン
A
で
す
。
ま

た
、
ビ
タ
ミ
ン
C
に
は
か
ら
だ
の
中
に
入
っ
て
き
た
か
ぜ

の
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

食
べ
物
に
注
意
す
る
と
同
時
に
日
常
か
ら
だ
を
動
か
す
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

報町府江

野
菜
で
は
…
…
‥
り

ビ
タ
ミ
ン
A
（
カ
ロ
チ
ン
）
や

C
を
多
く
含
ん
で
い
る
野
菜
は
、

緑
黄
色
野
菜
で
す
。
そ
し
て
、
冬

の
緑
黄
色
野
菜
の
代
表
は
ほ
う
れ

ん
草
で
す
。
ほ
う
れ
ん
草
は
、
今

や
一
年
申
出
廻
っ
て
い
ま
す
が
、

夏
の
ほ
う
れ
ん
草
は
気
温
の
高
い

と
こ
ろ
で
栽
培
さ
れ
る
た
め
か
を

り
早
く
収
穫
し
て
い
ま
す
か
ら
、

一
般
的
に
ビ
タ
ミ
ン
C
も
A
も
冬

の
も
の
の
3
分
の
1
位
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
冬
の
ほ
う
れ
ん
草
は
ビ

タ
ミ
ン
C
が
新
鮮
な
も
の
で
は
1
0
0

グ
ラ
ム
に
10
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
冬
の
ほ
う
れ
ん
草

は
緑
色
が
濃
く
て
一
見
固
そ
う
で

す
が
、
ゆ
で
る
と
や
わ
ら
か
く
な

り
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ほ

う
れ
ん
草
に
は
ア
ク
成
分
が
多
い

の
で
、
さ
っ
と
ア
ク
抜
き
を
し
を

け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
と

き
長
く
ゆ
で
て
し
ま
う
と
ビ
タ
ミ

ン
C
が
か
在
り
英
を
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
お
湯
を
た
っ
ぷ
り
わ
か

し
て
お
い
て
少
し
ず
つ
入
れ
て
さ

っ
と
と
り
出
す
よ
う
に
す
る
と
、

ビ
タ
ミ
ン
C
の
損
失
を
最
少
隈
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に

ピ
タ
ト
、
、
ン
C
や
A
を
多
く
含
む
野

菜
と
し
て
は
、
小
松
菜
や
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
だ

い
こ
ん
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
だ
い
こ
ん
を

お
ろ
し
の
よ
う
に
生
で
食
べ
る
と
、

ア
ミ
ラ
ー
ゼ
と
い
う
で
ん
ぷ
ん
の

消
化
を
助
け
る
酵
素
を
と
れ
る
の

で
、
魚
料
理
や
鍋
料
理
の
と
き
に

た
っ
ぷ
り
添
え
れ
ば
消
化
も
助
け

ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
お
ろ
し
に
し

た
と
き
一
時
間
以
上
も
放
置
す
る

と
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が
半
分
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
な
お
、
だ
い
こ

ん
を
お
で
ん
の
よ
う
に
コ
ト
コ
ト

煮
た
料
理
は
生
は
ど
ビ
タ
ミ
ン
C

は
と
れ
ま
せ
ん
し
、
酵
素
の
働
き

も
失
わ
れ
ま
す
が
、
生
の
だ
い
こ

ん
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
お
い
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

く
だ
も
の
で
は
…
…

ま
ず
、
み
か
ん
に
は
ビ
タ
ミ
ン

C
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
に
ヘ
ス
ペ
リ
ヂ
ン
と
い
う

成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
ビ
タ
ミ
ン
P
で
も
あ
り
、
毛
細

血
管
の
浸
透
圧
を
調
節
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
動
脈
硬
化
の
予
防
に

藤
原
　
泰
久

〔
日
本
国
土
開
発

芥
屋
　
良
彦
、

岩
門
　
孝
朋
、

中
尾
　
法
生
、

原
　
　
　
明
、

中
島
　
　
保
、

吉
岡
　
敏
夫
、

小
村
松
三
郎
、

熊
谷
　
嘉
昭
、

・
小
田
急
前
〕

渡
部
　
卓
美

岩
松
　
　
誠

鈴
木
　
良
暗

山
本
　
　
進

渡
部
　
　
薫

榊
　
　
孝
憲

長
棟
　
悦
史

谷
口
や
す
子

本
高
　
啓
子
、

鍋
谷
　
宝
作
、

矢
野
　
道
明
、

田
仲
　
書
香
、

瀬
知
　
昭
彦
、

赤
松
　
邦
夫
、

空
揚
　
俊
介

成
田
　
公
一

阿
部
　
靖
博

五
十
川
正
生

北
本
　
正
義

岩
井
　
　
豪

〔
清
水
・
大
豊
共
同
企
業
体
前
〕

丸
尾
　
敏
朗
、
権
田
　
　
盛

片
山
　
辰
雄
、
井
村
　
賢
司

〔
江
府
町
役
場
前
〕

下
垣
　
吉
正
、
藤
原

千
藤
　
　
正
、
塚
原

森
田
　
哲
也
、
砂
口

井
上
あ
け
み
、
大
田

関
内
志
津
子
、
大
岩

矢
下
　
慎
二

勝　　利
実厚雄守明

も
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ク
チ

ン
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
果

汁
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で

す
が
、
ふ
く
ろ
の
と
こ
ろ
に
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ク
チ
ン
は

ダ
イ
ユ
タ
リ
ー
フ
ァ
イ
バ
ー
の
一

つ
で
、
整
腸
作
用
や
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
低
下
作
用
、
そ
の
他
の
成

人
病
の
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

冬
に
は
み
か
ん
に
限
ら
ず
、
ゆ
ず
、

だ
い
だ
い
、
き
ん
か
ん
を
ど
か
ん

き
つ
類
が
い
ろ
い
ろ
出
て
来
ま
す
。

と
り
わ
け
、
ゆ
ず
の
皮
は
香
り
が

つ
よ
く
、
ビ
タ
ミ
ン
C
も
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
料
理
に
お

お
い
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

な
ん
で
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

か
ぜ
に
か
か
わ
ら
ず
、
冬
の
寒

さ
に
う
ち
か
っ
て
健
康
に
過
ご
す

た
め
に
、
以
上
述
べ
た
よ
う
を
食

物
が
適
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
ら
の
食
品
ば
か
り
食
べ
て
い
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
を
食
品

か
ら
た
ん
ば
く
質
、
脂
肪
、
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
ど
の
栄
養
素

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
魚
、
肉
、
野
菜
、

く
だ
も
の
を
片
寄
ら
ず
ま
ん
べ
ん

な
く
と
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

ー
フ
○

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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人の動き

11月届出

内
田
　
　
徹

川
上
　
由
美

小
椋
　
　
浩

松
冨
み
ゆ
き

下
原
　
知
嗣

足
立
登
志
子

荒
木
　
正
雄

川
上
　
千
景

））））

米
子
市

美
用
か
ら

下
蚊
屋

山
口
県
宇
部
市
か
ら

俣
野

境
港
市
か
ら

西
伯
郡
淀
江
町

美
用
か
ら

一
。
お
誕
生
云
め
で
と
う

報
　
下
安
井
　
宮
本
佑
介
　
誠
司
長
男

日
の
詰
　
中
尾
陽
平
　
陽
吉
三
男

●
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

貝
　
田
　
椎
木
き
ぬ
よ
8
7
歳
金
子
宅

新
一
砂
口
　
檀
5
7
歳
琢
士
宅

町

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

第229号

梶
谷
　
正
夫

山
本
　
寿
子

長
尾
　
久
志

加
藤
　
晴
美

水
落
　
　
篤

前
田
ひ
と
み

近
藤
　
　
亘

山
根
　
千
鶴

原
　
　
義
博

福
永
　
直
子

長
尾
　
　
稔

末
次
加
奈
恵

山
本
　
芳
弘

西
村
　
純
子

斎
藤
　
充
正

野
坂
優
美
子

島
根
県
平
田
市

佐
川
か
ら

日
野
郡
日
野
町

助
澤
か
ら

新
潟
県
十
日
町
市

下
安
井
か
ら

京
都
市
山
科
区

江
尾
か
ら

江
尾

米
子
市
か
ら

島
根
県
能
義
郡

宮
市
か
ら

江
尾

島
根
県
安
来
市
か
ら

京
都
市
西
京
区

江
尾
か
ら

がと

ござい

潮
」

■
香
典
返
し
と
し
て

11月中寄託分

貝
田
　
　
椎
木
　
金
子
　
殿

（
母
　
き
ぬ
よ
様
ご
逝
去
）

新
一
　
砂
口
百
合
子
　
殿

（
夫
　
檀
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

貝
田
　
　
池
田
　
敬
治
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
道
　
　
角
田
　
春
江
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
大
岩
　
良
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
澤
　
真
壁
　
元
美
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
筒
井
八
重
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
の
内
　
加
藤
　
　
要
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
影
山
昌
聖
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
　
相
見
　
政
美
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
机
　
　
川
上
　
　
正
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
五
　
　
川
上
　
善
弘
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

富
市
　
　
長
岡
　
邦
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
原
　
　
谷
口
ッ
ル
ヱ
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
用
　
　
下
垣
恵
美
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
谷
口
　
孝
宗
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

□
特
別
寄
付

江
府
町
農
業
協
同
組
合
青
年
部

（
農
協
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

㊨
㊧
㊨
㊦
⑧
㊥

資
格
講
座
の
　
－
虻
甥
が
牒
Ⅴ
と
き
は

電
話
勧
誘

最
近
、
行
政
書
士
な
ど
の
資
格

講
座
受
講
の
加
入
電
話
が
し
つ
こ

く
か
か
っ
て
き
て
困
っ
て
い
る
、

と
い
う
苦
情
相
談
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。自

宅
に
受
講
勧
誘
の
通
知
が
き

た
後
、
職
場
に
電
話
が
あ
り
「
国

の
機
関
で
安
心
で
き
る
」
　
「
百
名

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
日
禾
累
計
額

一
、
五
三
四
、
一
八
三
円

2
、
十
一
日
中
寄
託
分

二
〇
一
、
八
一
二
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
二
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
七
三
、
〇
〇
〇
円

特
別
寄
付
　
　
三
、
八
一
二
円

3
、
預
金
利
息
　
　
　
六
四
三
円

4
、
支
出
額
　
　
を
し

5
、
十
一
月
末
累
計
額

一
、
七
三
六
、
六
三
八
円

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
」
　
「
今
日
が

締
切
に
な
っ
て
い
る
」
ま
た
、
国

家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
取
れ

な
い
資
格
を
「
簡
単
に
取
得
で
き

る
」
な
ど
と
誤
解
を
与
え
る
説
明

を
し
、
受
講
の
契
約
を
迫
り
ま
す
。

中
に
は
、
本
人
が
承
諾
も
し
て
い

を
い
の
に
　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

登
録
済
み
で
解
約
で
き
を
い
」
と

居
直
る
悪
質
な
業
者
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
商
法
は
通
信
販
売
に
当
た

り
、
訪
問
販
売
の
よ
う
な
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
　
（
契
約
後
8
日
以
内
の

解
約
制
度
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
口
約
束
で
も
契
約
と
み
な
さ

れ
ま
す
。
い
っ
た
ん
受
講
す
る
こ

と
を
承
知
し
た
場
合
、
後
日
取
消

し
を
申
し
出
て
も
、
業
者
が
な
か

な
か
解
約
を
認
め
を
い
の
が
現
実

で
す
。
「
ハ
ァ
ハ
ァ
」
と
い
う
あ

い
づ
ち
は
　
「
ハ
イ
」
と
解
釈
さ
れ

た
り
、
「
け
っ
こ
う
」
と
断
っ
て

も
督
促
が
き
た
り
し
て
い
ま
す
。

は
っ
き
り
「
受
講
し
ま
せ
ん
」
と

伝
え
、
電
話
を
切
る
勇
気
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

Soumu
四角形
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